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令和３年５月 25日 

各位 

                         会 社 名 燦キャピタルマネージメント株式会社 

代表者名 代表取締役社長 前田 健司 

                             （コード番号：東証 JASDAQ2134） 

問 合 先 取締役 経営企画室長 松本 一郎 

（TEL．03-6452-9626） 

Ｕ Ｒ Ｌ https://sun-capitalmanagement.co.jp  

 

公認会計士等の異動及び一時会計監査人の選任に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、当社の会計監査人である監査法人アリアと令和３年５月 25日

付で監査契約を合意解除することを決議いたしました。また、本日開催の監査役会において、会社法 346

条第４項及び第６項の規定に基づき、一時会計監査人の選任を決議しましたので、下記のとおりお知ら

せいたします。 

なお、金融商品取引法第 193 条の２第１項及び第２項の監査証明を行う公認会計士等につきましても

同様であります。 

 

記 

 

１． 異動年月日 

令和３年５月 25 日 

 

２． 就退任する公認会計士等の概要 

（１）就任する公認会計士等の概要 

① 名   称 柴田 洋（柴田公認会計士事務所） 

② 所 在 地 大阪府大阪市中央区北浜一丁目１番 14号 北浜１丁目平和ビル８階 

③ 日本公認会計士協会の上

場会社監査事務所登録制

度における登録状況 

日本公認会計士協会の上場会社監査事務所登録事務所名簿に記載さ

れております。 

 

①  名   称 大瀧 秀樹（大瀧公認会計士事務所） 

②  所 在 地 東京都北区王子六丁目５番 34号 

③ 日本公認会計士協会の上

場会社監査事務所登録制

度における登録状況 

日本公認会計士協会の上場会社監査事務所登録事務所名簿に記載さ

れております。 

 

（２）退任する公認会計士等の概要 

① 名   称 監査法人アリア 

②  所 在 地 東京都港区浜松町一丁目 30番５号浜松町スクエア 15階 

③ 業務執行社員の氏名 
茂木 秀俊 

山中 康之 



               

2 

 

３．２．（１）に記載する者を一時会計監査人とした理由 

   監査役会が柴田洋氏及び大瀧秀樹氏を一時会計監査人として選任した理由は、両氏の専門性、独

立性及び監査の品質の確保を勘案し、当社の会計監査が適切かつ妥当に行われると判断したことに

よります。 

 

４．退任する公認会計士等の就任年月日 

   平成 28年６月 28日 

 

５．退任する公認会計士等が直近３年間に作成した監査報告書等における意見等 

   該当事項はありません。 

 

６．異動の決定又は異動に至った理由及び経緯 

   当社は、当社の会計監査人である監査法人アリアと、令和３年３月期連結決算にかかる監査業務

において、当社の投資先である国内外の事業及び案件に係る評価等の会計処理を行うにあたり、現

在、コロナ禍による緊急事態宣言が発令されている中、当社として、同監査法人の要請に応じて、

評価確定のために必要な事業計画及び証憑を出来るだけ入手する等、監査の実施について誠実に対

応して参りました。しかしながら、当社と同監査法人との間で、のれんの評価及び投資先の事業の

見通し等について見解の相違が生じ、協議を重ねて参りましたが、相互理解には至らなかったこと

から、当社は、同監査法人に対して監査契約解除の申し入れを行い、令和３年５月 25日付で監査契

約の解除について合意いたしました。 

   これに伴い、会計監査人が不在となることを回避し、適法な監査業務が継続される体制を維持す

るため、当社監査役会は令和３年５月 25日付で柴田洋氏及び大瀧秀樹氏を一時会計監査人に選任い

たしました。 

   当社としましては、令和３年３月期連結決算における監査業務について、改めて柴田洋氏及び大

瀧秀樹氏と協議を行って参ります。 

   なお、退任にあたり監査法人アリアからは、監査業務引継ぎについて、協力頂けることを確認し

ております。 

 

７．６．の理由及び経緯に対する意見 

 （１）退任する公認会計士等の意見 

   上記６に記載のとおり、燦キャピタルマネージメント株式会社代表者より、突然の会計監査人交

代の申し出があったことから、やむなく、会社の申し入れを受諾し、辞任することになりました。 

 （２）監査役会の意見 

   妥当であると判断しております。 

 以上 


